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№2１ 

 矢田績（やだせき）の巻   

 

 

 

『明治の名古屋人』より 

ここがスゴイ！ 

 福沢諭吉門下として明治の経済界で活躍した。引

退後は名古屋に居を移し、名古屋公衆図書館（現西

図書館）を作った。 

こんな人生を送ってきました（経歴） 

万延元（1860）年 8月 9日、紀州藩和歌山の医者、谷井清雄の二男として生まれる。明治11（1878）年、

矢田家の養子に入り、翌 12 年、慶應義塾へ入学。福沢諭吉の薫陶を受け、三田演説会で頭角を現す。

明治 15（1882）年、諭吉が創刊した新聞「東京時事新報」に入り執筆活動を始める。明治 17（1884）年、主

筆として「神戸又新日報」に招かれる。この新聞は政治よりも経済や産業に重きをおいたものであった。その中

で矢田の書いた社説が兵庫県大書記官牧野伸顕の目にとまり、勧業課長として県庁に招かれる。その

後、山陽鉄道、神戸電燈などを経て、明治 28（1895）年、三井銀行に入行。京都や横浜などの支店を異

動し業績を上げ、明治 38（1905）年、名古屋支店に異動。名古屋支店にいた時に、のちに電力王と呼ばれ

る福沢桃介を名古屋に呼んだ。銀行を引退後、発展の見込みありと見定め名古屋を永住の地として選び、

人材の育成に励み私財を投じて名古屋公衆図書館（現在の西図書館の前身）を作った。 

もっとくわしく知りたいあなたに（参考文献） 

矢田積については西図書館製作の資料に詳しい。 

https://www.library.city.nagoya.jp/img/kensaku/osusume/adult2010/nishi_201101_1.pdf 

また、「名古屋なんでも調査団支部編」活動成果[06]では、年表および図書館開館の設立の趣意を見ることができる。 

https://www.library.city.nagoya.jp/reference/nandemo.html 
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『東区橦木町界隈』西尾典祐／著 健友館 2003 

『愛知に輝く人々 ９』愛知県小中学校長会／編 愛知県教育振興会 1988 

『明治の名古屋人』名古屋市教育委員会／編 名古屋市教育委員会 1969 


